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風雪のなかのポプラ並樹

(北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻前田 亙撮影)



浦上晃一教授ならびに本谷義信助教授記念号の発刊に際して

浦上晃一教授ならびに本谷義信助教授は定年により退職されることになった地球物理学教室

に着任して以来，教育ならびに研究につくされ両先生の退職を記念して，本号を浦上晃一教授な

らびに本谷義信助教授記念号とすることになった.ここに両先生の略歴および研究業績を記して，

我々後進の参考に資したい.

浦上晃一教授の略歴

生年月日 1939年1月6日

1957年3月 兵庫県立豊岡実業高等学校土木科卒業

1960年4月 北海道大学教養部理類入学

1962年4月 同大学理学部地球物理学科進学

1964年3月 同学科卒業

1965年4月 同大学大学院理学研究科地球物理学専攻修士課程入学

1967年1月 北海道大学助手，理学部地球物理学科勤務

1975年6月 理学博士(北海道大学)

1975年6月 北海道大学講師，工学部理学第一講座勤務

1987年4月 北海道大学助教授，理学部地球物理学科勤務

1994年4月 北海道大学教授，理学部地球物理学科勤務

(編集委員)

1995年4月 北海道大学大学院理学研究科教授へ配置換え，地球惑星科学専攻地球惑星物理科学

講座勤務

2002年3月 北海道大学大学院理学研究科定年により退職

上記の期間中，学外において永年にわたり日本地熱学会・日本陸水学会・日本地下水学会・日

本温泉科学会の会員として陸水科学の発展に尽力し，特に日本温泉科学会の評議員を永年努め学

術の発展に貢献している.平成8年には日本地熱学会・大会委員長として，研究交流に大きな役

割を果たしている.また，学内においては，大型計算機センタ一広報専門委員会委員をはじめ各

種委員を歴任し，平成 11年4月から同 12年3月まで地球惑星科学専攻委員として管理運営に尽

力した.また，全学教育科目・専門科目・大学院講義など多くの科目を担当して，学生の勉学意

欲を高め，大学院の指導教官として，多くの優秀な人材を育てている.

浦上晃一先生の研究業績は，先ず温泉湧出域において物理探査・地温探査を実施して温泉の熱

的構造を明らかにしたことで，同時に揚水試験によって温泉帯水層の透水量係数・貯留係数を求

め断層や亀裂など地下深部から温泉を供給する地層の割れ目の位置を推定し，温泉の化学的特徴



から，温泉と周辺地下水との混街邑程や熱水系の分離を行った.これによって，地球物理学的観

点からの地下熱水の基本構造を明らかにしている.また，熱水系の熱的構造をふまえ，熱水流動

に伴う熱輸送に関する方程式を数値的に解く手法を確立した.これによって，移流による熱輸送

効果を調べ，流動に伴って温泉帯水層の温度分布がどのように変化するかを明らかにしている.

さらに数値シミュレーションによって温泉帯水層内の温y剥くの流れを調べ，観測された熱構造に

適合するモデルを確立して温泉湧出機構を明らかにした.

他方，深部の温泉開発がきかんな白老町虎杖浜・竹浦地域を対象に， 10数年にわたる水位観測，

化学成分変化，未利用源泉の鉛直地温分布測定から，急激な温泉開発が熱水系に及ぽす影響を調

べている.これによって，地温勾配から地層の透水性を判断して帯水層の分布を求め，化学成分

による熱水系の区分を行って，それぞれの温泉帯水層に化学特性が異なる熱水系が孤立して形成

されていることを明らかにした.

また，先生の業績の一つに地下水の熱的利用に関する研究がある.地下水を用いた道路融雪の

実験を精密に行い，数値シミュレーションによって地下水温度と路面に供給される熱量の関係を

明らかにしている.結果として，埋設管方式による道路融雪では，気象条件によって融雪効果が

著しく異なること， 150C程度の地下水を 1m2あたり約1l/mill流すことで十分な融雪効果があ

ることを明らかにした.また，同時に帯水層蓄熱利用に関する研究を行い，この成果は国際シン

ポジュウムで発表され高い評価を得ている.

このほか，国際学術調査に基づく研究，特に永久凍土地帯における熱輸送機構の解明に成果を

挙げ，最近では， 2000年有珠山噴火に対応して，噴火前の調爺湖温泉の熱水流動系について卓越

した論文を発表している.

以上のように，浦上晃一先生は，地下熱水系の流動機構の研究をはじめとして，優れた業績を

挙げ学術の進歩と発展に大きな功績を残すとともに，永年にわたって学生の性格や心理を的確に

とらえた教育指導をされ，社会に多くの優れた人材を送り出している.

(編集委員知北和久記)



浦上晃一教授の業績

著書

1.地熱開発総合ハンドフゃック， 1983.湯原浩三監修，フジテクノシステム社.

2.北海道大百科事典， 1984.分担執筆，北海道新聞社.

論文

1.浦上晃一・広田 猛，鹿部温泉の湧出量・湧出温度， 1964. Clに及ぽす潮汐の影響について，

北海道大学地球物理学研究報告，第 12号， 127-135. 

2.福富孝治・中尾欣四郎・浦上晃一他8名， 1967. 山形県天童温泉の地球物理学的研究，北

海道大学地球物理学研究報告，第 18号， 1-32. 

3.浦上晃一， 1968. 1 m深地温から地中の温度分布を推定する一方法について，北海道大学地

球物理学研究報告，第 20号， 1-14. 

4.浦上晃一・大槻栄他9名， 1969.山形県東根温泉の調査，北海道大学地球物理学研究報

告，第 22号， 9 -29. 

5.横山 泉・浦上晃一他1名， 1969. 1968年十勝沖地震後のえりも地方の水準点改測結果，

北海道大学地球物理学研究報告，第 22号， 31-37. 

6.浦上晃一， 1970.定常な地中温度の分布，北海道大学地球物理学研究報告，第23号， 1-8. 

7.浦上晃一， 1970.定常な地中温度の分布(その 2)，北海道大学地球物理学研究報告，第 24号，

1-4 

8.福富孝治・浦上晃一他6名， 1970.弟子屈温泉および錨別温泉の調査(昭和44年 10月)， 

北海道大学地球物理学研究報告，第 24号， 5 -26. 

9.浦上晃一， 1971.層状泉における熱の移動，北海道大学地球物理学研究報告，第 25号 1-

23. 

10.福富孝治・中尾欣四郎・浦上晃一他8名， 1971.北海道白老町虎杖浜・竹浦地域の温泉調

査，北海道大学地球物理学研究報告，第 25号， 27-55. 

11.浦上晃一・大槻栄他8名， 1972.川湯温泉・仁伏温泉の調査，北海道大学地球物理学研

究報告，第 26号， 33-60. 

12.和気徹・二間瀬測・浦上晃一他3名， 1975.上士幌管内の温泉，北海道立地下資源調

査所報告，第47号， 23-41. 

13.和気徹・浦上晃一， 1975.非定常熱源による土壌の熱伝導率測定，北海道立地下資源調査

所報告，第47号， 43-48. 

14.浦上晃一， 1975.温泉帯水層中の温度分布，温泉科学，第26巻， 1-12. 

15.浦上晃一・小泊重能他5名， 1975.画館市湯川温泉調査報告，北海道大学地球物理学研究

報告，第 33号， 41-48. 

16.浦上晃一， 1976.地温分布におよぽす地下水流動の影響，北海道大学地球物理学研究報告，



第35号， 1-13. 

17.浦上晃一， 1976.温泉湧出地域における熱輸送，北海道大学地球物理学研究報告，第35号，

14-32 

18.浦上晃一・大槻栄他7名， 1976.十勝川温泉の地球物理学的調査，北海道大学地球物理

学研究報告，第35号， 61-73. 

19.浦上晃一・西国泰典， 1977.全国基礎地熱調査，駒ヶ岳北部地域放熱量調査物理探査報告，

通産省工業技術院地質調査所報告，第22号， 1-20. 

20.浦上晃一・平子嘉信， 1978. Probe methodによる熱伝導率の測定，温泉科学，第33巻， 192 

203. 

21.浦上晃一・大谷守正， 1978.北海道白老町虎杖浜・竹浦地域の地下構造，温泉工学会誌，第

13巻， 78-88. 

22.松波武雄・和気徹・松波文博・横山英二・浦上晃一， 1979.天人峡地域の温泉調査，北海

道立地下資源調査所報告，第51巻， 49-62. 

23.浦上晃一， 1981.北海道定山渓温泉における温泉水位の経年変化，温泉科学，第36巻， 47 

58 

24.浦上晃一・佐藤守， 1985.低温な地下水を用いた道路融雪の実験，温泉工学会誌，第 19巻，

41-62~ 

25. N akao， K.， Y. Ishii， K. Urakami and J. LaPerrire， 1986. Hydrological Regime in Tundra 

Plain， St. Lawrence Island in Bering Sea， Journal 01 the Faculty 01 Science， Hokkaido 

University， Series VII (Geoρhysics)， V olume 8， 1 -13. 

26. N akao， K.， K. Chikita， S. N akaya， K. Urakami and Y. Ishii， 1986. Paleoenvironment in 

St. Lawrence Island， Alaska， Journal 01 the Faculty 01 Science， Hokkaido UniversiわJ，

Series VII (Geolりhysics)，Volume 8， 15-27. 

27. Urakami， K.， 1986. Conductive Heat Flux through Active Layer in Tundra Plain， Journal 

01 the Faculty 01 Science， Hokkaido University， Series VII (Ge~ρhysics)， V olume 8， 29-

35. 

28.浦上晃一， 1986.北海道白老町虎杖浜・竹浦地域の地下構造と熱水系，北海道大学地球物理

学研究報告，第49号， 169-190. 

29.浦上晃一， 1992.北海道白老地域温泉の地下構造，北海道大学地球物理学研究報告，第56号，

1-19. 

30.浦上晃一， 1994. 山形県東根温泉の湧出機構，温泉科学，第44巻， 45一73.

31.浦上晃一， 1995. 山形県天童温泉の湧出機構，温泉科学，第45巻， 247-267. 

32. Nakao， K.， K. Urakami， Y Momoki and E. Tokunaga， 1995. Paleohydrological Evalua-

tions for Qinghai Lake， Qinghai Plateau， China on the Climatic Changes sincethe Late 

Pleistocene， Journal 01 the Faculty 01 Science， Hokkaido Universiち1，Series VII (Geo-



ρhysics)， Volume 9，525-539. 

33.浦上晃一， 1996.北海道白老町虎杖浜・竹浦地域における温泉水位の経年変化，北海道大学

地球物理学研究報告，第59号， 65-83. 

34.滝沢敦・中道陽文・浦上晃一， 1997.北海道頓別川中流域の石灰岩地域における河川の流

出特性，北海道大学地球物理学研究報告，第60号， 1-12. 

35. Hagiya， K.， Y. Ishikawa 他6名， 1997. Feasibility Study on Heating and Cooling System 

Using Groundwaters with Different Temperatures inTwo Aquifers， Proceedings ol.7th 

International Conjきrenceon Thermal Ene増yStorage， V olume 2， 811-816. 

36.吉村 啓・浦上晃一， 2000.北海道豊平川上流域における河川の水質特性，北海道大学地球

物理学研究報告，第63号， 65-75. 

37.秋田藤夫・常国陽子・浦上晃一， 2001.北海道洞爺湖温泉の熱水流動系，温泉科学，第50巻，

201-220. 



本谷義信助教授の略歴

生年月日 1938年7月22日

1957年3月 北海道立江差高等学校卒業

1957年4月 北海道大学教養部理類入学

1959年4月 同大学理学部地球物理学科進学

1961年3月 同学科卒業

1961年4月 北海道大学大学院理学研究科修士課程入学

1963年3月 同課程終了，理学修士

1963年4月 北海道大学大学院理学研究科博士課程入学

1964年3月 同課程中退

1964年4月 北海道大学理学部助手，地球物理学教室勤務

1967年4月 同大理学部附属浦河地震観測所に配置換

1967年8月 地質調査所調査員を併任 (1968年3月まで)

1972年11月 北海道大学理学部附属札幌地震観測所に併任 (1973年3月まで)

1973年4月 同所に配置換

1976年4月 北海道大学理学部附属地震予知観測地域センターに勤務

1985年5月 ルーマニアへ1ヶ月間出張

1985年3月 北海道大学理学博士

「北海道とその周辺の地震活動の研究一地震予知に関連して-J

1986年6月 ルーマニアへ1ヵ月間出張

1998年4月 北海道大学大学院理学研究科改組により，同科附属地震火山研究観測センターに配

置換

1998年4月 同研究科地球惑星科学専攻地球惑星変動学講座に併任

1999年4月 北海道大学助教授，大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター勤務

2000年4月 国立学校設置法施行規則改正により，北海道大学助教授理学部に併任

2001年4月 地震予知連絡会委員

2001年8月 地震調査研究推進本部地震調査委員会委員

2002年3月 北海道大学大学院理学研究科定年退官

本谷義信先生は，¥北海道における微小地震観測の草分けとして，一貫して地震予知に関連する

微小地震活動を如何に捉えるべきかに専心されて来ました.1965年(昭和40年)から始まった日

本の地震予知計画により， 1966年「浦河地震観測所Jが建設されました.翌年から，北海道で初

めての微小地震の定常・連続観測が始まるとともに，本谷先生は，浦河町上杵臼の地に赴任しま

した.翌年， 1968年5月十勝沖地震が発生し，高感度地震観測による初めての大地震の余震デー

タを得たわけですが，その数の多さは，大変なものでした.その整理に没頭されているさなか，



1969年8月には，北海道東方沖地震が発生しました.さらに.1970年1月には，浦河地震観測所

の震度は 6強であったと思われる日高山脈地震が発生しています.このほかにも.M6-7ク

ラスの地震も頻発し，いかに浦河地震観測所が地震研究の好適地だったかがわかる状況で、した.

発生の予測された 1973年根室半島沖地震の年には，道内の微小地震観測の拡充のために，札幌地

震観測所の設立に奔走され，今度は内陸の地震活動についての研究を進められました.それまで

地震観測がなかったためもあって，札幌は地震が少ないというのが一般常識でしたが，実は，札

幌直下でも微小地震活動のレヴェルは決して低くないことを明らかにしてきたのでした.

北海道大学の地球物理学教室の設置には.1952年(昭和27年)の十勝沖地震の発生が後押しし

たという事情がありましたが，それ以後，北海道は大地震の活動期に入ったわけで、，本谷先生の

大学院生時代の最後の年.1963年10月には，南千島・北海道で最大の地震であるウルップ島沖地

震が発生しています.本谷先生は，教官になっての最初の 10年間で.M8クラスの地震を 5回経

験し，直下型の地震も 1回経験しています.このような体験者は，世界広しといえども本谷先生

以外には，見出すことはむずかしいと思います.こうした激動期に最新の観測施設を持って，デー

タの収集・解析に当たられ，巨大地震発生と広域的な微小地震活動との関連について，一種の職

人的勘を会得していったように思われます.本谷師，日< I最近の地震活動はおかしい，近いう

ちにどこかで大きな地震が起きるかもしれないJと.地震活動についての新参者には，何がどう

なのかはわからないけれども. 1-2週間のうちには，北海道周辺のどこかで.M6.5以上の地

震が発生することしばしばでした.本谷先生は，このことを次のようにまとめて，学位論文にし

ております I大地震が発生する前には，その場のみならず，広い範囲に何らかの影響を及ぽす

だろうことは，地殻の連続性を考えれば，当然で、あろうから，そのわずかな変化を微小地震の活

動の変化として観測できているに違いない.将に非常に小さな地震を観測する意義がそこにある」

と考えたわけです.北海道周辺を含むかなり広い範囲について，それぞれ地域の地震活動の特徴

を取り入れて，地震活動度の変化を数値化することによって，地震活動度の低下指標を作成しま

した.その指標が.30%を超えて低下し，また，元に戻るように変化したときに. 1-2週間の

うちには，北海道周辺のどこかで.M6.5以上の地震が発生することを示したのです.この方法

では，地震の発生する場所を特定できてはいませんが，それは残された後輩の仕事でありましょ

う.地震予知の実用化は，いまだ道遠し，と言われていますが，ややもすれば，惰性に陥ってし

まうルーチン観測の継続とそこからの情報をどう汲み上げるかが重要な仕事であることを，本谷

先生は身をもって教えてくれました.

温厚な人柄のせいもあり，あまり外へ向けての活動を行いませんでしたが，最後には，地震予

知連絡会委員と地震調査委員会委員として，大変に熱心に活動されましたことに敬意を表します.

(編集委員笠原稔記)



本谷義信助教授の業績

論文
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